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は
じ
め
に

　

十
七
世
紀
中
国
本
土
で
起
き
た
明
清
交
替
は
こ
れ
ま
で
の
中
国
社
会
を
大
き

く
変
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
異
民
族
王
朝
を
生
き
抜
い
た
明
の
遺
民
の
大
半
は
、

「
華
夷
の
別
」
を
強
く
唱
え
、
清
朝
の
支
配
を
拒
否
し
た
。
さ
ら
に
、
「
殉
国
」

と
い
う
決
断
に
至
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
よ
っ
て
中
国
本
土
で
「
道
」

を
守
り
つ
つ
、
中
華
の
伝
統
文
化
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
部
の
明
の
遺
民
は
、
中
国
本
土
を
離
れ
て
日
本
に
亡
命
す
る
こ
と
で
自
ら
の

夢
を
「
異
域
」
に
託
し
た
。
本
論
文
は
、
明
末
清
初
に
日
本
に
渡
っ
た
明
の
「
遺

民
」
の
一
人
、
張
斐
の
事
例
分
析
を
通
じ
て
、
彼
の
華
夷
論
の
実
態
を
あ
り
の

ま
ま
の
形
で
復
元
し
、
さ
ら
に
当
時
に
お
け
る
日
中
文
人
の
思
想
交
流
の
片
鱗

を
窺
お
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

　

浙
江
餘
姚
出
身
で
同
郷
の
朱
舜
水
を
追
っ
て
二
度
も
長
崎
に
渡
来
し
た
張
斐

は
、
清
末
の
中
国
人
革
命
家
に
よ
る
再
発
見
ま
で
、
中
国
で
は
ほ
ぼ
無
名
で
あ

り
、
当
時
の
文
人
の
記
録
の
中
に
は
わ
ず
か
に
散
見
さ
れ
る
の
み
で
あ
る

（
１
）

。
一

方
、
張
斐
が
長
崎
に
滞
在
し
て
い
た
間
に
、
安
東
省
菴
や
大
串
雪
瀾
な
ど
の
日

本
人
儒
者
と
書
簡
、
筆
談
な
ど
の
方
法
を
通
じ
て
交
流
し
た
た
め
、
日
本
側
に

は
張
斐
に
関
す
る
史
料
が
圧
倒
的
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
ま
ず
張
斐
像
を
め
ぐ
っ
て
、
「
遺
民
」
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

次
に
、
大
串
雪
瀾
と
の
書
簡
、
筆
談
史
料
に
基
づ
き
、
張
斐
独
自
の
華
夷
論
を

浮
き
彫
り
に
す
る
。
特
に
注
目
す
る
の
は
、
張
斐
が
、
異
民
族
を
指
す
範
疇
の

う
ち
で
も
、
「
韃
奴
」
「
韃
虜
」
か
ら
「
夷
」
を
区
別
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼

の
華
夷
論
に
お
い
て
、
「
韃
奴
」
「
韃
虜
」
が
清
朝
の
満
洲
族
を
指
す
賤
称
と
し

て
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
夷
」
と
い
う
呼
称
に
は
特
別
に
積
極
的
な
意
味

が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
張
斐
は
「
異
域
」
と
「
道
行
」
と
の
関
係
性

に
焦
点
を
当
て
、
「
夷
」
た
る
日
本
と
い
う
「
異
域
」
で
も
「
道
」
が
行
わ
れ

る
と
い
う
遂
行
可
能
性
に
言
及
し
た
。
最
後
に
、
日
本
古
来
の
『
論
語
』
子
罕

篇
「
子
、
九
夷
に
居
ら
ん
と
欲
す
（
子
欲
居
九
夷
）
」
の
解
釈
と
比
較
し
、
張

斐
が
如
何
に
遺
老
な
ら
で
は
の
立
場
か
ら
、
「
君
子
」
と
「
渡
遼
」
を
理
解
し
、

如
何
に
最
終
的
に
「
異
域
道
行
」
の
理
論
的
根
拠
を
作
り
出
し
た
の
か
を
探
究

す
る
。

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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華
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一
、
張
斐
像
に
つ
い
て

　

張
斐
（
一
六
三
五-

？
）
、
字
は
非
文
、
号
は
霞
池
、
客
星
山
人
。
明
末
清

初
の
浙
江
餘
姚
出
身
の
文
人
で
あ
る
。
同
郷
の
朱
舜
水
の
孫
で
あ
る
朱
毓
仁
を

通
じ
て
、
康
熙
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）
と
康
熙
二
十
六
年
（
一
六
八
七
）
に

二
度
、
長
崎
に
渡
っ
た
。
張
斐
が
来
日
し
た
時
点
で
、
北
京
陥
落
（
一
六
四
四
）

後
約
四
十
年
が
経
ち
、
台
湾
に
い
る
明
鄭
政
権
も
既
に
降
伏
し
（
一
六
八
三
）
、

さ
ら
に
日
本
に
い
る
朱
舜
水
も
世
を
去
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
水
戸
藩
は
幕
府

か
ら
張
斐
招
聘
の
容
認
を
得
ら
れ
ず

（
２
）

、
結
局
張
斐
は
日
本
で
の
流
寓
を
諦
め
、

中
国
に
戻
り
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

　

張
斐
は
比
較
的
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
り
、
従
来
の
数
少

な
い
研
究
で
は
、
専
ら
明
末
乞
師
研
究

（
３
）

や
流
寓
日
本
の
明
末
諸
士

（
４
）

と
し
て
、
実

証
的
に
張
斐
来
日
の
事
績
を
整
理
す
る
研
究
か
、
あ
る
い
は
、
朱
舜
水
研
究
の

副
産
物

（
５
）

と
し
て
捉
え
る
研
究
に
傾
き
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
朱

舜
水
の
影
に
隠
れ
て
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
張
斐
は
、
実
際
に
十
七
世
紀
に

お
け
る
日
中
思
想
交
流
を
代
表
す
る
堂
々
た
る
思
想
家
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

近
年
に
至
り
、
張
斐
の
交
友
関
係
、
詩
文
に
関
す
る
基
礎
研
究

（
６
）

、
さ
ら
に
文
集

史
料
に
対
す
る
整
理
刊
行

（
７
）

も
果
た
さ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
、

筆
者
の
管
見
の
限
り
で
は
「
思
想
」
を
切
り
口
と
し
た
張
斐
研
究
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
故
に
、
十
七
世
紀
日
中
思
想
交
渉
の
好
例
と
し
て
の
張
斐
の
思
想
に
つ

い
て
は
、
な
お
も
十
分
に
論
じ
尽
く
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本

論
文
の
一
つ
の
大
き
な
目
的
は
、
思
想
史
と
い
う
角
度
か
ら
、
張
斐
像
を
把
握

し
た
上
で
、
そ
の
独
自
の
華
夷
論
を
鮮
明
に
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
一
）
「
中
華
の
大
儒
」
か
ら
「
明
の
遺
臣
」
へ

　

本
題
に
入
る
前
に
、
ま
ず
今
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
張
斐
の
イ
メ
ー
ジ
を
探
求

す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
末
清
初
当
時
実
際
に
交
流
を
行
っ
た
日
本
人
儒
者
、

後
世
の
水
戸
学
者
、
さ
ら
に
清
末
の
革
命
家
に
よ
る
張
斐
像
を
仔
細
に
整
理
し

た
上
で
、
全
体
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　

明
朝
の
恢
復
を
志
し
て
奔
走
し
、
二
度
も
来
日
し
た
張
斐
は
、
当
時
の
日
本

人
に
強
く
感
銘
を
与
え
た
。
安
東
省
菴
は
張
斐
の
渡
日
時
代
に
、
彼
と
や
り
と

り
し
た
書
簡
の
中
で
、
張
斐
の
こ
と
を
「
中
華
の
大
儒

（
８
）

」
、「
中
国
の
名
賢

（
９
）

」
、「
中

国
の
大
儒

（
（1
（

」
と
称
し
て
い
た
。
な
ら
び
に
、
息
子
の
安
東
侗
菴
も
同
様
に
「
中

華
の
大
儒

（
（1
（

」
と
評
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
に
従
え
ば
、
「
中
華
の
大
儒
」

と
い
う
敬
称
は
、
政
治
的
要
素
か
ら
距
離
を
置
く
よ
う
に
し
て
発
せ
ら
れ
た
言

葉
と
も
想
定
で
き
る
。
日
本
側
が
長
崎
で
張
斐
に
接
す
る
理
由
は
、
政
治
的
な

反
清
協
力
で
は
な
く
、
朱
舜
水
の
学
問
的
後
継
者
を
探
す
た
め
で
あ
る

（
（1
（

。
故
に
、

学
問
に
優
れ
た
中
国
文
人
を
招
聘
す
る
と
い
う
目
的
に
基
づ
き
、
来
日
し
た
張

斐
を
「
文
人
」
と
し
て
扱
っ
て
い
た
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

　

翻
っ
て
、
孫
世
代
の
安
東
仕
学
斎
以
降
は
、
張
斐
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
大

き
な
転
換
を
迎
え
て
お
り
、
完
全
に
「
明
国
名
儒

（
（1
（

」
の
ほ
う
に
偏
っ
た
こ
と
も

窺
い
知
れ
る
。
清
朝
統
治
と
い
う
事
実
を
受
け
入
れ
た
仕
学
斎
の
世
代
か
ら
は
、

「
君
臣
の
義
」
を
尽
く
し
、
東
奔
西
走
し
活
躍
し
た
明
の
「
忠
臣
」
た
る
張
斐

を
称
賛
し
た
痕
跡
が
見
え
て
く
る

（
（1
（

。
以
後
、
特
に
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
尊
王

攘
夷
、
忠
君
愛
国
思
想
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
、
張
斐
像
も
次
第
に
「
中
華
の

大
儒
」
か
ら
「
明
の
遺
臣
（
民
）
」
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
思
想
は
、

近
代
以
後
の
張
斐
像
の
形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
よ

う
。
例
え
ば
、
水
戸
の
儒
臣
宇
佐
美
蘋
亭
（
充
）
は
「
明
氏
遺
臣
」
と
い
う
言

い
方
を
提
示
し

（
（1
（

、
ま
た
、
斉
昭
時
代
の
会
沢
正
志
斎
は
「
莽
蒼
園
文
藁
序
」
（
張

斐
の
文
集
へ
の
序
）
の
中
で
、
尊
攘
思
想
を
強
調
し
た
上
で
、
張
斐
を
朱
舜
水
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「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―

斐
の
交
友
関
係
を
窺
え
ば
、
明
の
遺
民
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
魏
禧
、
李
清
、

屈
大
均
、
費
密
、
顧
祖
禹
な
ど
の
有
名
な
明
の
遺
民
と
も
密
接
な
交
流
を
持
っ

て
い
た
た
め
、
張
斐
自
身
も
「
遺
民
」
の
一
人
と
自
認
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
本
節
は
と
り
わ
け
張
斐
自
ら
使
用
し
た
「
客
星
山
人
」
、
「
遺
老
」
と
い
う

二
つ
の
自
称
に
着
眼
し
、
張
斐
本
人
の
自
己
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
張
斐
の
号
の
一
つ
で
あ
る
「
客
星
山
人
」
の
客
星
山
は
地
元
浙
江
餘
姚

に
あ
る
山
で
あ
る
。
そ
の
名
は
、
後
漢
の
逸
民
で
あ
る
厳
光
の
遺
骨
が
埋
葬
さ

れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
周
知
の
如
く
、
厳
光
は
光
武
帝
劉
秀
と
同
門
で
あ
っ

た
も
の
の
、
の
ち
に
後
漢
と
な
る
と
、
姓
名
を
変
え
、
隠
遁
し
た
隠
逸
で
あ
る
。

歴
史
上
、
政
権
に
仕
え
な
い
逸
民
の
代
表
者
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
故

に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
張
斐
が
厳
光
の
事
を
暗
喩
す
る
「
客
星
山
人
」
と

い
う
号
を
用
い
た
こ
と
は
、
清
朝
に
仕
え
な
い
と
い
う
意
思
に
直
線
的
に
結
び

つ
く
と
推
測
さ
れ
る
。

　

一
方
、
「
逸
民
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、
「
遺
民
」
に
近
い
「
遺
老
」
と
い

う
自
称
も
使
用
し
て
い
た
と
い
う
痕
跡
も
見
え
て
く
る
。
「
遺
老
」
と
い
う
言

葉
は
「
遺
少
」
に
対
す
る
概
念
で
、
一
般
的
に
は
「
生
き
残
っ
て
い
る
老
人
」

な
い
し
「
先
帝
に
仕
え
た
旧
臣
、
亡
国
の
旧
臣
」
と
い
う
二
種
類
の
意
味
に
分

け
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
北
京
陥
落
の
時
、
張
斐
は
ま
だ
九
歳
の
子
供
に
過
ぎ

な
か
っ
た
た
め
、
「
遺
老
」
と
い
う
言
い
方
は
決
し
て
相
応
し
い
と
も
思
わ
れ

な
い
。
し
か
し
、
張
斐
の
極
め
て
強
く
「
老
」
に
執
着
す
る
一
面
に
十
分
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
張
斐
は
「
蹉
跎
た
る
一
遺
老
、
乍
ち
帰
り
て

独
り
苦
辛
す

（
（2
（

」
と
吟
じ
、
長
い
年
月
を
経
て
、
老
い
た
姿
を
リ
ア
ル
に
描
い

て
い
る
。
類
似
す
る
用
例
と
し
て
、
「
白
髮
た
る
中
原
の
老

（
（2
（

」
、
「
蹉
跎
と
し
て

老
翁
を
任
ず

（
（2
（

」
な
ど
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
間
に
作
ら
れ
た
詩
文
の
中
に
は
、

五
十
歳
を
越
え
、
心
身
が
ま
す
ま
す
衰
退
し
て
い
く
状
態
へ
の
描
写
が
詩
文
の

と
並
列
し
「
明
遺
臣

（
（1
（

」
と
称
し
て
い
る
。
加
え
て
、
注
意
さ
れ
る
べ
き
史
料
は

青
山
佩
弦
斎
（
延
光
）
が
執
筆
し
た
「
明
遺
民
張
非
文
伝

（
（1
（

」
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
文
は
、
革
命
運
動
団
体
「
中
国
同
盟
会
」
の
機
関
誌
で
あ
る
『
民
報
』

第
十
五
号
夏
季
増
刊
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
か
ら
で
あ
る

（
（1
（

。
上
述
し
た
会
沢
正
志

斎
の
「
莽
蒼
園
文
稿
序
」
も
同
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
指
摘
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
反
満
革
命
を
目
指
す
革
命
派
は
、
清
朝
政
府

を
打
倒
す
る
た
め
に
、
明
末
清
初
の
遺
民
思
想
を
借
用
し
、
自
ら
の
革
命
の
原

動
力
と
な
る
理
論
的
根
拠
を
創
作
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
日
本
に
亡
命

し
て
き
た
革
命
家
は
、
日
本
側
の
文
献
記
録
を
通
じ
、
明
末
清
初
に
自
分
と
同

様
に
来
日
し
た
明
の
遺
民
の
事
蹟
を
発
掘
す
る
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
点

に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
『
国
粹
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
荀
任
と
鄧
実
が
記

し
た
「
朱
張
二
先
生
傳
及
跋
語
節
録
」
に
お
い
て
も
「
明
季
遺
民
乞
師
慕
朝

（
（1
（

」

と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
た
。
故
に
、
革
命
派
が
張
斐
を
朱
舜
水
と
同
格
の
「
明

の
遺
民
」
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
も
、
水
戸
儒
臣
の
影
響
に
よ
る
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
な
お
、
も
ち
ろ
ん
章
炳
麟
が
日
本
で
愛
風
書
屋
本
の
『
莽
蒼
園
文

藁
餘
』
を
入
手
し
、
さ
ら
に
張
斐
の
事
蹟
を
考
証
し
、
「
『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
跋

語
」
を
書
い
た
こ
と
も
顕
著
な
例
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
を
契
機
に
張
斐

の
こ
と
は
、
中
国
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

（
二
）
「
客
星
山
人
」
と
「
遺
老
」

　

さ
て
、
明
末
清
初
に
お
い
て
、
遺
民
と
い
う
集
団
の
内
部
交
流
は
一
つ
の
大

き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
方
は
類
を
も
っ
て
聚
ま
り
、

物
は
群
を
も
っ
て
分
か
れ

（
（2
（

」
、
遺
民
の
友
人
も
遺
民
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
張
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隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。
故
に
、
前
文
と
合
わ
せ
て
分
析
す
れ
ば
、
「
国

破
れ
て
家
亡
び
、
流
離
し
て
老
に
至
る

（
（2
（

」
人
生
を
過
ご
し
た
張
斐
は
、
明
朝
の

恢
復
の
た
め
に
、
各
地
を
奔
走
し
、
人
生
の
大
半
を
尽
く
し
、
老
い
て
い
く
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
明
室
の
復
興
と
い
う
望
み
を
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
現
状

に
対
し
て
、
胸
に
せ
ま
る
万
感
が
絶
え
間
な
く
心
か
ら
湧
い
て
い
た
の
だ
と
想

定
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
自
分
に
限
ら
ず
、
他
人
を
「
遺
老
」
と
称
し
、
「
遺
老
」
の
深
い
感

情
を
隠
さ
ず
に
詩
の
中
に
表
現
し
て
い
る
例
も
残
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ

れ
ば
、
明
に
仕
え
、
滅
亡
後
は
清
節
を
守
り
、
長
年
清
朝
へ
の
出
仕
に
抵
抗
し

た
徐
枋
が
、
「
遺
老

（
（2
（

」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

清
朝
統
治
下
の
中
国
本
土
を
「
城
郭
は
故
郷
に
非
ず
、
山
川
は
異
域
の
如
し
」

と
譬
え
、
徐
枋
を
殷
滅
亡
後
、
周
に
反
対
し
て
首
陽
山
に
隠
れ
、
周
の
粟
を
食

さ
ず
、
薇
の
み
を
食
し
て
餓
死
し
た
伯
夷
、
叔
斉
と
擬
し
、
高
く
評
価
し
た
一

側
面
も
反
映
し
て
い
る
。

　

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
張
斐
に
お
け
る
「
遺
老
」
と
い
う
概
念
は
、
失
意
を

抱
い
た
老
人
の
頓
挫
を
象
徴
し
て
お
り
、
清
朝
の
統
治
下
に
彷
徨
し
つ
つ
も
、

依
然
と
し
て
勝
朝
を
懐
う
老
人
の
最
後
の
不
屈
さ
、
気
骨
を
反
映
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
「
現
役
」
の
反
清
者
か
ら
次
第
に
力
を
失
い
つ
つ
「
遺
老
」

に
移
行
し
た
張
斐
が
、
中
国
本
土
か
ら
逸
し
て
、
余
生
で
は
異
域
に
遁
げ
る
と

い
う
来
日
動
機
に
も
繋
が
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　
　
　
　

二
、
「
異
域
道
行
」

―
張
斐
の
華
夷
論

―

　

本
章
は
、
大
串
雪
瀾
と
の
書
簡
、
筆
談
史
料
に
基
づ
き
、
張
斐
独
自
の
華
夷

論
（
（2
（

を
よ
り
複
眼
的
に
解
明
す
る
。
張
斐
は
幼
く
し
て
『
春
秋
』
を
学
び
、
尊
王

攘
夷
の
教
を
心
に
焼
き
つ
け
た
痕
跡
が
存
在
す
る

（
（2
（

。
そ
の
筆
談
相
手
た
る
大
串

雪
瀾
、
名
は
元
善
、
字
は
子
平
で
あ
る
。
彼
は
京
都
で
生
ま
れ
、
後
に
水
戸
藩

主
で
あ
る
徳
川
光
圀
か
ら
そ
の
才
能
が
認
め
ら
れ
た
。
雪
瀾
は
人
見
懋
斎
か
ら

学
び
、
さ
ら
に
、
彰
考
館
に
入
り
、
『
大
日
本
史
』
の
編
修
に
取
り
組
み
、
総

裁
に
も
就
任
し
た
。
ま
た
、
師
匠
の
人
見
懋
斎
は
朱
舜
水
と
林
鵞
峰
に
師
事
し

て
お
り
、
雪
瀾
も
両
方
の
学
説
を
受
容
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

張
斐
と
雪
瀾
は
筆
談
の
間
に
互
い
に
「
韃
奴
、
小
虜
、
韃
虜
、
韃
靼
、
韃
子
」

や
「
虜
酋
、
虜
主
」
な
ど
の
「
賤
称
」
を
用
い
て
、
清
朝
や
順
治
帝
、
康
熙
帝

を
呼
ん
で
お
り
、
清
朝
を
拒
む
内
面
、
心
理
を
窺
い
知
れ
る
。
そ
の
主
な
理
由

は
、
夷
狄
で
あ
る
清
朝
支
配
に
よ
っ
て
、
夷
狄
化
さ
れ
、
衰
え
て
し
ま
っ
た
中

国
を
心
配
し
た
か
ら
で
あ
る

（
（2
（

。
張
斐
は
特
に
、
中
国
本
土
の
「
夷
狄
化
」
と
い

う
点
に
注
目
し
て
お
り
、
そ
の
華
夷
論
の
様
態
は
そ
の
思
想
が
多
様
か
つ
重
層

的
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
華
夷
の
別
に
基
づ
く
、
「
韃
虜
を
駆
逐
し
、
中
華
を
恢

復
す
る
」
と
い
う
伝
統
的
な
華
夷
思
想
と
比
べ
、
張
斐
の
場
合
は
異
域
に
お
い

て
中
華
の
道
が
行
わ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
「
異
域
道
行
」
が
張

斐
を
他
の
遺
民
た
ち
の
思
想
と
区
別
す
る
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
）
「
復
子
平
論
華
夷
書
」
に
お
け
る
華
夷
論

　

さ
て
、
「
復
子
平
論
華
夷
書
」
を
は
じ
め
、
張
斐
に
は
雪
瀾
と
「
華
夷
」
を

論
じ
る
史
料
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
彼
ら

が
特
に
「
夷
」と
い
う
夷
狄
を
特
別
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
張
斐
は
「
域
」と
「
道
」

と
の
関
係
性
に
焦
点
を
当
て
、
「
夷
」
た
る
日
本
と
い
う
「
異
域
」
で
も
「
道
」

が
行
わ
れ
る
と
い
う
実
現
可
能
性
を
語
り
、
最
終
的
に
「
異
域
道
行
」
の
理
論

的
根
拠
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
復
子
平
論
華
夷
書
」
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
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に
す
ぎ
ず
、
聖
人
の
意
図
と
異
な
る
。
そ
も
そ
も
「
夷
」
と
は
う
る
わ
し

く
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
「
夷
」
は
い
た
む
で
、
外
部
に
あ
る
が

ゆ
え
に
聖
人
の
恩
恵
に
浴
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
状
態
が
い
た
ま
し
い

と
い
う
意
味
だ
。
も
し
あ
な
た
の
見
解
の
よ
う
に
、
舜
と
文
王
が
東
西
の

夷
な
の
だ
と
し
た
ら
、
何
も
傷
ま
し
い
こ
と
は
な
い
。
大
昔
の
中
国
に
聖

人
が
い
て
後
世
に
伝
え
、
ず
っ
と
千
古
の
後
に
外
国
に
聖
人
が
い
て
前
事

を
継
承
す
れ
ば
、
別
の
地
域
で
あ
っ
て
も
別
の
道
で
は
な
い
。
残
念
な
が

ら
わ
た
く
し
斐
は
年
を
と
り
、
こ
れ
以
上
前
に
進
む
力
が
な
い
。
数
十
年

来
、
狂
っ
た
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。
あ
な
た

の
見
解
を
固
め
て
さ
し
あ
げ
た
く
、
そ
こ
で
あ
な
た
の
た
め
に
も
ろ
も
ろ

申
し
上
げ
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と
を
他
人
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
ん

だ
わ
け
で
あ
る
。
良
い
意
見
は
発
言
者
が
良
く
な
い
か
ら
と
い
っ
て
排
除

し
な
い
の
が
、
聖
人
の
や
り
か
た
だ

（
（2
（

。

　

こ
の
文
の
主
眼
は
、
従
来
の
春
秋
学
に
お
け
る
華
夷
論
と
や
や
異
な
り
、「
域
」

と
「
道
」
の
関
係
を
論
じ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
特
に
、
『
春
秋
』
に
関
し
て
、

聖
人
の
意
図
に
悖
り
、
誤
解
を
招
く
よ
う
な
深
い
説
明
を
し
、
不
合
理
な
事
柄

を
混
ぜ
合
わ
す
注
釈
が
多
い
と
述
べ
、
『
春
秋
』
に
お
け
る
「
華
」
と
「
夷
」

の
区
別
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
解
釈
に
反
対
し
て
い
る
。
張
斐
に
よ
れ
ば
、「
夷
」

と
は
、
「
外
に
あ
っ
て
聖
人
の
徳
化
に
浴
し
得
な
い
の
が
傷
ま
し
い
」
の
意
で

あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
舜
・
文
王
の
よ
う
な
東
夷
・
西
夷
は
、
「
傷
ま
し
い
」

と
い
う
意
味
で
の
「
夷
」
に
は
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
千
古
の
後
に
は
、

外
国
に
聖
人
が
現
れ
、
そ
の
教
え
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
つ
の
領
域

が
あ
っ
て
も
、
道
は
一
つ
で
あ
る
、
と
老
境
に
あ
る
張
斐
は
述
べ
る
。
以
上
を

簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
中
国
と
外
国
の
異
域
と
の
違
い
に
言
及
し
、
中
国
は
聖

張
斐
は
雪
瀾
の
華
夷
論
を
読
ん
だ
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
華
夷
に
つ
い
て
の
自

ら
の
見
解
を
述
べ
て
い
た
。

先
日
お
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。
あ
な
た
が
中
華
と
夷
狄
の
関
係
に
つ
い
て

論
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、
す
ば
ら
し
い
。
世
間
一
般
の
見
方
よ
り
優

れ
て
お
り
、
聖
人
の
経
書
を
助
け
る
に
足
る
も
の
だ
。
そ
れ
で
あ
な
た
が

道
に
つ
い
て
既
に
高
い
見
解
に
達
し
て
内
庭
へ
と
進
み
入
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
こ
の
路
程
に
し
た
が
え
ば
安
々
と
（
室
内
に
）
到
達

で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。
（
『
論
語
』
に
あ
る
よ
う
に
）
聖
人
孔
子
は
堂
に
登

り
室
に
入
る
途
を
ふ
さ
い
で
人
を
入
れ
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て

な
い
。
『
春
秋
』
の
諸
伝
は
し
ば
し
ば
聖
人
の
考
え
か
ら
外
れ
、
詮
索
が

過
ぎ
る
解
釈
を
し
、
奇
怪
で
正
し
く
な
い
事
項
を
混
ぜ
て
飾
り
立
て
て
文

章
を
な
し
て
い
る
。
後
世
の
人
た
ち
は
そ
の
文
章
を
喜
ん
で
も
そ
の
理
を

究
め
る
こ
と
は
な
く
、
聖
人
も
そ
う
い
う
意
図
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
込
ん

で
い
る
。
譬
え
る
な
ら
ば
、
ふ
つ
う
の
道
が
あ
る
の
に
好
ん
で
険
し
い
路

程
を
選
ぶ
と
か
、
日
中
で
な
く
わ
ざ
わ
ざ
夜
に
歩
く
と
か
で
、
蛇
や
虎
が

う
よ
う
よ
し
、
魑
魅
魍
魎
が
出
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
、
一
体
な
ん
で
そ

う
す
る
の
か
私
に
は
理
解
で
き
な
い
。
今
の
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
あ
る

説
で
は
「
華
」
と
は
う
る
わ
し
い
と
し
、
こ
れ
は
風
俗
に
よ
っ
て
華
を
定

義
し
て
い
る
よ
う
だ
。
別
の
説
で
は
「
夏
」
と
は
大
き
い
と
か
盛
ん
だ
と

し
、
こ
れ
は
見
か
け
に
よ
っ
て
「
夏
」
を
定
義
し
て
い
る
よ
う
だ
。
風
俗

に
つ
い
て
は
制
度
文
物
が
完
備
し
て
光
り
輝
く
あ
り
さ
ま
で
、
地
勢
に
つ

い
て
は
広
大
な
あ
り
さ
ま
だ
。
そ
れ
な
ら
、
聖
人
を
「
華
を
夷
か
ら
守
る

堤
防
」
と
み
な
す
の
は
、
現
在
の
こ
ま
ご
ま
し
た
事
項
に
意
を
用
い
て
い

る
の
や
、
戦
国
時
代
に
（
覇
権
を
握
る
）
強
国
が
そ
う
し
た
よ
う
な
も
の

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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人
が
い
る
が
、
異
域
に
も
聖
人
が
存
在
し
、「
域
」
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、「
道
」

は
同
じ
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
さ
ら
に
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
、「
夷
」
に
関
し
て
、『
張
斐
筆
語
』

に
は
「
舜
と
文
王
と
如
何
な
る
人
ぞ
、
東
夷
西
夷
を
以
て
諱
む
を
為
さ
ざ
る
な

り
、
人
は
自
立
に
在
る
の
み
。
弟
東
夷
の
属
に
在
り
、
往
時
中
華
の
地
幾
ば
く

も
無
し
、
只
だ
河
南
、
山
東
、
北
京
、
山
西
及
び
陝
西
の
五
省
の
み
、
陝
西
も

亦
た
今
日
の
広
の
如
き
こ
と
能
は
ず
、
南
京
の
若
き
は
則
ち
呉
に
し
て
、
東
浙

は
則
ち
越
、
呉
越
皆
東
夷
に
し
て
、
但
だ
貴
邦
と
遠
近
同
じ
か
ら
ざ
る
は
、
則

ち
有
り
。
適
に
劉
時
乾
兄
夷
を
以
て
言
を
為
す
。
故
に
道
ひ
及
ぶ
な
り

（
（3
（

」
と
説

か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
前
述
し
た
「
舜
と
文
王
は
東
西
の
夷
な
り
」
及
び
「
二

域
有
れ
ど
も
、
二
道
無
し
」
を
さ
ら
に
論
じ
る
好
例
で
あ
る
。
贅
言
を
要
し
な

い
が
、こ
の
説
は
そ
も
そ
も
『
孟
子

（
（3
（

』
に
由
来
す
る
。
張
斐
の
華
夷
認
識
で
は
、

舜
は
東
夷
、
文
王
は
西
夷
で
あ
る
が
、
舜
や
文
王
を
忌
避
し
な
い
の
と
同
様
に
、

雪
瀾
は
東
夷
の
出
身
で
あ
る
が
忌
避
に
値
し
な
い
。
ま
た
、
か
つ
て
中
華
地
域

に
は
河
南
、
山
東
、
北
京
、
山
西
、
陝
西
の
五
つ
の
州
し
か
な
く
、
そ
の
陝
西

も
今
日
ほ
ど
広
大
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
南
京
は
呉
、
東
浙
江
は
越
で
あ

り
、
そ
の
呉
越
は
ど
ち
ら
も
東
夷
に
属
し
た
、
と
言
う
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の

呉
越
、
日
本
も
、
張
斐
が
考
え
た
「
東
夷
」
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
華
夷
論
は
、
何
に
起
因
し
て
い
る
の
か
。
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

張
斐
が
、
雪
瀾
・
省
菴
を
通
じ
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
「
夷
」
を
め
ぐ
る
議

論
を
聞
き
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
省
菴
自
身
も
張
斐
の
「
復
子

平
論
華
夷
書
」
を
高
く
評
価
し
た
上
で

（
（3
（

、
「
中
国
夷
狄
弁
」
の
中
で
「
日
本
は

東
方
に
在
り
て
、
生
気
を
受
く
。
四
時
有
り
、
人
心
有
り
。
称
し
て
神
国
と
為
し
、

君
子
国
と
為
る
も
、
亦
た
宜
べ
な
ら
ず
や

（
（3
（

」
と
述
べ
て
い
る

（
（3
（

。
ま
た
、
張
斐
に

類
似
す
る
華
夷
論
を
唱
え
た
最
も
著
名
な
人
物
の
一
人
に
、
ほ
ぼ
同
世
代
の
伊

藤
仁
斎

（
（3
（

が
い
る
。
仁
斎
は
東
夷
出
身
の
舜
、
西
夷
出
身
の
文
王
の
例
を
引
い
て
、

華
夷
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
礼
儀
さ
え
有
れ
ば
華
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
逆
に
礼

儀
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
中
華
も
夷
狄
に
転
落
す
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
神
武
天
皇
か
ら
代
々
礼
儀
が
守
ら
れ
て
き
た
日
本
は
孔
子
の
行
き
た

い
九
夷
で
あ
る
と
論
じ
た

（
（3
（

。
仁
斎
も
『
論
語
』
の
「
夷
狄
之
有
君
、
不
如
諸
夏

之
亡
也
」
に
対
し
て
、
孔
子
の
九
夷
へ
の
関
心
や
「
桴
に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば
ん
」

を
偶
然
で
は
な
い
と
主
張
し
た

（
（3
（

。
さ
ら
に
、
張
斐
が
語
っ
た
「
『
春
秋
』
の
諸

伝
往
往
に
し
て
聖
人
に
悖
る
こ
と
有
り
」
と
い
う
考
え
も
仁
斎
の
『
論
語
古
義
』

に
お
け
る
「
後
の
『
春
秋
』
を
説
く
者
、
甚
だ
華
夷
の
弁
を
厳
に
す
る
は
、
大

い
に
聖
人
の
旨
を
失
へ
り

（
（3
（

」
と
一
致
し
、
二
人
の
見
解
の
類
似
性
を
示
唆
し
て

い
る
。

（
二
）
日
本
に
お
け
る
「
子
欲
居
九
夷
」
解
釈

　

中
国
側
と
異
な
る
日
本
側
の
「
子
欲
居
九
夷
」
解
釈
は
散
見
さ
れ
る
。
周
知

の
よ
う
に
「
子
欲
居
九
夷
」
は
『
論
語
』
子
罕
篇
に
見
え
る
言
葉
で
あ
り
、
一

般
的
に
は
「
孔
子
が
東
方
の
遠
い
と
こ
ろ
に
移
住
を
望
ん
だ
」
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
書
か
れ
た
「
道
行
な
は
れ
ず
、
桴
に

乗
り
て
海
に
浮
ば
ん
（
道
不
行
、
乗
桴
浮
於
海
）
」
と
と
も
に
、
孔
子
の
望
み

と
し
て
後
世
で
は
理
解
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
林
羅
山
の
「
子

欲
居
九
夷
」
解
釈
は
、
『
林
羅
山
文
集
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

孔
子
は
「
桴
に
乗
り
て
海
に
浮
か
ば
ん
」
と
言
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
「
九
夷
に
居
ら
ん
と
欲
す
、
君
子
之
れ
に
居
ら
ば
、
何
の
陋
し
き
こ
と

之
れ
有
ら
ん
」
と
言
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
范
史
（
『
後
漢
書
』
）
に
云
う
、

日本儒教学会報 八
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代
に
対
応
す
る
君
子
（
＝
天
皇
）
と
は
懿
徳
天
皇
で
あ
る
」
と
い
う
部
分
は
、

彼
の
創
見
で
は
な
く
、
日
本
の
中
世
に
お
け
る
儒
家
経
典
の
解
釈
の
主
流
で
あ

る
明
経
博
士
家
の
清
原
家
の
経
書
解
釈
を
受
け
継
い
で
い
る
。
前
述
し
た
清
原

業
忠
は
、
天
皇
、
将
軍
に
進
講
し
、
「
清
原
家
中
興
の
祖
」
と
称
さ
れ
た
学
者

で
あ
り
、
彼
は
、
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
を
元
に
、
「
君
子
」
の
解
釈

を
試
み
た
。
そ
の
一
文
を
挙
げ
る
。

君
子
ハ
、
孔
子
ノ
身
ヲ
ハ
サ
ヽ
ン
ヌ
ソ
、
日
東
第
四
代
懿
徳
天
皇
ヲ
指
シ

テ
君
子
ト
ハ
云
ハ
ル
ヽ
ソ
。
孔
子
ノ
カ
ウ
ヲ
セ
ラ
レ
タ
時
カ
、
懿
徳
ノ
時

ニ
当
ソ
。
孔
子
ノ
我
ハ
日
本
ヘ
イ
カ
ウ
ソ
、
日
本
ニ
君
子
ノ
王
ア
ル
ホ
ト

ニ
、
何
陋
事
カ
ア
ラ
ン
ト
、
ヲ
シ
ナ
リ
タ
ソ
。
日
本
テ
ヨ
メ
ハ
面
白
ソ
、

侃
疏
等
ニ
ハ
ナ
イ
ソ

（
（4
（

。

　

業
忠
の
解
釈
で
は
、
孔
子
の
言
う
君
子
と
は
四
代
目
の
懿
徳
天
皇
を
指
し
て

お
り
、
そ
の
君
子
が
居
る
日
本
に
、
「
何
の
陋
し
き
こ
と
か
こ
れ
有
ら
ん
」
と

主
張
し
た
の
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
家
学
を
継
ぎ
、
そ
し

て
集
大
成
し
た
孫
の
清
原
宣
賢
は
、『
論
語
義
疏
』
「
東
有
九
夷
」
の
中
の
「
八
、

倭
人
」
は
、
日
本
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
京
都
大
学
蔵
宣
賢
の
『
論

語
集
解
』
（763385







）
の
「
君
子
居
之
、
何
陋
之
有
」
で
は
、
「
居
」
の
字
の
右

旁
に
「
ヲ
ラ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
従
来
通
り
「
君
子
（
孔
子
）
居
ラ
ハ
」
と

訓
読
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
君
子
」
が
孔
子
自
身
を
指
す
と
い
う
通
常
の
解

釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
左
旁
に
は
「
ヲ
リ
、
密
説
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
君
子

居
リ
」
を
意
味
し
て
お
り
、
孔
子
が
そ
の
「
君
子
」
の
居
る
日
本
へ
渡
り
た
が
っ

た
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
君
子
」
が
日
本
の
天
皇
（
安
寧
天
皇
、

懿
徳
天
皇
）
を
指
す
と
す
る
説
も
、
清
原
家
が
家
伝
す
る
「
秘
説
」
と
し
て
受

「
東
方
、
君
子
の
国
有
り
」
と
。
三
善
相
公
以
為
ら
く
、
日
本
国
是
れ
な
り
、

と
。
こ
れ
を
日
本
国
の
こ
と
だ
と
す
る
の
が
正
し
い
。
孔
子
が
海
に
漕
ぎ

だ
し
て
夷
の
地
に
住
む
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
我
が
国
の
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
年
代
を
比
定
す
る
と
、
懿
徳
天
皇
の
治
世
に
あ
た

る
。
孔
子
が
言
う
「
君
子
」
と
は
懿
徳
天
皇
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
我
が
国

の
儒
者
で
高
名
な
者
た
ち
が
こ
れ
ま
で
ど
う
し
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か

（
（3
（

。

　

羅
山
は
、
こ
の
よ
う
に
、
「
孔
子
が
海
に
浮
か
び
、
移
住
し
よ
う
と
望
ん
だ

地
と
い
う
の
は
君
子
の
い
る
日
本
で
あ
っ
た
」
と
解
し
、
懿
徳
天
皇
を
「
君
子
」

に
特
定
し
て
い
る

（
（4
（

。
羅
山
が
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
日
本
＝
君
子
国
」
と

の
見
解
は
平
安
時
代
の
文
章
博
士
三
善
清
行
に
よ
っ
て
早
く
も
述
べ
ら
れ
て
い

た
（
（4
（

。
三
善
清
行
の
見
解
は
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
学
者
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、

足
利
衍
述
に
よ
れ
ば
、
南
朝
の
重
鎮
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
が
、「
九
夷
」

を
「
日
本
」
に
比
定
し

（
（4
（

、
室
町
時
代
の
儒
者
で
あ
る
清
原
業
忠
が
、
一
歩
進
め

て
、
「
君
子
」
を
「
天
子
（
天
皇
）
」
に
特
定
し
た

（
（4
（

。
ま
た
、
北
畠
親
房
と
同
じ

く
南
朝
の
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
天
台
宗
の
僧
で
あ
る
玄
恵
法
印
は
、
そ
の
著

作
「
憲
法
十
七
条
注
」
第
四
条
で

（
（4
（

、
神
代
よ
り
日
本
は
君
子
国
で
あ
り
、
孔
子

が
行
く
こ
と
を
望
ん
だ
九
夷
の
倭
（
日
本
）
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
（4
（

。
こ
れ

ら
の
「
孔
子
が
赴
こ
う
と
し
た
君
子
の
国
と
は
日
本
で
あ
る
」
と
の
見
解
は
、

そ
の
後
、
徳
川
思
想
界
に
お
け
る
日
本
儒
者
の
共
通
認
識
と
な
り
、
尊
王
攘
夷

を
唱
え
た
水
戸
学
派
の
藤
田
幽
谷
に
至
っ
て
は
、
日
本
を
「
君
子
の
国
」
と
し

て
文
化
儀
礼
を
具
え
た
象
徴
と
見
な
し
、
『
論
語
』
の
こ
の
段
に
つ
い
て
、
孔

子
は
「
君
子
の
国
」
に
居
る
こ
と
を
望
ん
だ
、
と
解
釈
し
た

（
（4
（

。

　

羅
山
の
「
君
子
国
と
は
日
本
で
あ
る
」
と
い
う
解
釈
の
う
ち
、
「
孔
子
の
時

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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け
継
が
れ
て
い
た
一
斑
を
窺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
用
例
と
し
て
、
米
沢

図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
『
論
語
抄
』
（
『
論
語
聴
塵
』A

A
112001






）
に
お
い
て
、「
君

子
」
を
安
寧
天
皇
、
懿
徳
天
皇
を
指
す
「
当
家
の
説

（
（4
（

」
が
見
ら
れ
る

（
（4
（

。

　

江
戸
時
代
の
日
本
は
少
数
民
族
の
征
服
王
朝
の
清
に
対
し
て
強
烈
な
抵
抗
感

を
持
っ
て
お
り
、
古
来
の
『
論
語
』
解
釈
の
影
響
を
受
け
、
独
自
の
華
夷
論
が

徐
々
に
発
展
し
て
き
た
。
特
に
水
戸
学
の
流
行
に
伴
っ
て
、
日
本
側
の
「
子
欲

居
九
夷
」
説
が
次
第
に
進
化
し
て
お
り

（
（5
（

、
そ
の
解
釈
は
従
来
の
説
を
継
承
し
つ

つ
、
華
夷
逆
転
が
発
生
し
た
当
時
、
日
本
こ
そ
が
正
統
の
儒
学
で
あ
る
と
激
し

く
強
調
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、
来
日
を
機
に
、

明
清
交
替
を
経
歴
し
た
張
斐
が
中
華
の
道
の
滅
亡
を
認
め
ず
、
か
つ
遺
老
の
余

生
を
日
本
で
お
く
る
こ
と
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
、
共
鳴
し
た
日
本
側
の
華

夷
解
釈
に
自
ら
接
近
し
た
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
。

（
三
）
「
異
域
道
行
」
―
「
君
子
」
と
「
渡
遼
」
―

　

従
来
は
、
張
斐
が
来
日
し
た
の
は
、
清
朝
に
対
抗
す
る
た
め
の
「
乞
師

（
（5
（

」
を

目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
前
章
で
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼

が
来
日
し
た
直
接
の
契
機
は
、
水
戸
徳
川
家
に
お
け
る
朱
舜
水
の
後
任
に
あ
た

る
学
者
の
候
補
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
朱
舜
水
を
失
っ
た
徳
川
光
圀
は
、

急
い
で
そ
の
後
継
者
た
る
中
国
文
人
を
求
め
て
お
り

（
（5
（

、
水
戸
の
儒
臣
を
通
じ
、

朱
舜
水
の
孫
で
あ
る
朱
毓
仁
に
、
そ
の
候
補
を
集
め
る
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
の

後
、
朱
毓
仁
は
同
郷
の
張
斐
を
選
び
、
彼
に
会
っ
て
渡
日
を
勧
め
た

（
（5
（

。
故
に
、

張
斐
は
、
朱
舜
水
の
後
任
と
な
る
中
国
人
を
招
聘
す
る
た
め
に
、
探
し
求
め
ら

れ
た
候
補
者
の
三
名
（
張
斐
、
張
荊
藩
、
沈
子
奇

（
（5
（

）
の
中
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
。

確
か
に
、
明
朝
の
復
興
に
と
っ
て
、
日
本
側
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
が

（
（5
（

、
張
斐

の
「
君
子
名
邦
」
で
「
終
老
」
す
る
望
み
は
、
以
下
に
見
ら
れ
る
。

み
な
隠
棲
し
て
山
に
入
っ
た
の
は
、
清
ら
か
な
土
地
が
全
く
無
く
な
っ
た

か
ら
な
の
だ
。
反
抗
の
意
志
を
持
っ
て
海
に
浮
か
ん
で
荒
い
波
を
眺
め
る
。

櫂
を
叩
い
て
水
が
澄
む
の
を
誓
い
、
流
れ
に
乗
っ
た
東
晋
の
祖
逖
を
思
う
。

冠
を
置
い
て
険
し
い
山
を
越
え
、
国
を
去
っ
た
管
寧
を
い
た
む
。
短
刀
を

携
え
て
函
谷
関
に
入
り
、
危
う
く
死
地
を
脱
す
る
。
鉄
椎
を
ひ
っ
さ
げ
て

下
邳
に
潜
伏
し
、
獣
の
天
下
に
涙
を
流
す
。
（
彼
ら
も
）
そ
も
そ
も
君
子

の
名
あ
る
国
の
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
移
住
し
て
余
生
を
送
っ

た
ろ
う
。
海
を
隔
て
て
こ
の
人
を
念
う
に
、
徘
徊
し
て
ど
う
し
て
忘
れ
ら

れ
よ
う
か

（
（5
（

。

　

以
上
の
如
く
、
徐
々
に
老
い
て
き
た
「
遺
老
」
張
斐
が
中
華
を
去
っ
て
、「
夷
」

た
る
「
君
子
名
邦
」
の
日
本
で
身
を
終
え
る
と
い
う
心
情
を
推
定
で
き
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
文
は
、
朱
舜
水
を
追
っ
て
日
本
で
亡
命
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異

域
で
あ
る
日
本
で
道
が
行
わ
れ
る
と
い
う
理
論
に
も
一
脈
通
じ
る
と
言
え
よ

う
。
た
だ
し
、「
異
域
道
行
」
の
前
提
条
件
の
一
つ
は
、「
君
子
居
り
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
張
斐
の
前
述
し
た
日
本
の
「
子
欲
居
九
夷
」
解
釈
と
異
な
っ
て
、
あ

く
ま
で
も
「
東
夷
」
を
「
道
行
」
の
補
助
地
と
す
る
に
留
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
張
斐
に
と
っ
て
、
君
子
た
る
者
は
、
お
そ
ら
く
天
皇
、
光
圀
で
は

な
く
、
ま
さ
に
朱
舜
水
な
ど
中
国
か
ら
の
文
化
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

あ
の
西
山
に
登
っ
て
こ
の
東
海
を
渡
る
。
伯
夷
・
叔
斉
は
大
昔
の
人
だ
が
、

今
は
あ
な
た
（
朱
舜
水
）
が
い
る
。
あ
な
た
が
死
な
な
い
の
は
、
将
来
に

期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
あ
な
た
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、

悼
む
老
人
が
あ
ろ
う
。
私
一
人
が
志
は
あ
る
の
に
実
現
で
き
ず
に
い
る
。
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水
？

（
（6
（

）
は
唸
り
声
を
あ
げ
て
大
風
に
乗
じ
、
身
は
魯
仲
連

（
（6
（

に
な
ろ
う
と
し
て
な

れ
ず
、
翻
っ
て
中
国
の
異
域
で
教
化
を
行
っ
て
文
翁
に
な
ろ
う
と
し
た
。
目
の

前
の
朱
舜
水
の
弟
子
た
ち
（
安
東
省
菴
な
ど
）
は
多
く
光
り
輝
き
、
後
世
の
領

袖
も
た
く
さ
ん
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
張
斐
は
本
来
魯
仲
連
に

倣
っ
て
、
東
海
を
渡
っ
て
「
異
域
」
た
る
日
本
に
逃
げ
隠
れ
、
そ
し
て
「
道
行
」

を
実
現
せ
ん
、
と
い
う
願
望
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

道
の
実
現
を
果
た
す
場
所
は
中
国
本
土
に
限
ら
ず
、
前
述
し
た
華
夷
論
に
基
づ

き
、
中
華
で
は
な
い
海
外
へ
の
亡
命
に
よ
っ
て
、
「
中
華
の
道
」
を
継
承
さ
せ

る
「
異
域
道
行
」
を
唱
え
た
。
こ
う
し
た
、
日
本
で
の
亡
命
も
一
時
を
凌
ぎ
、

生
き
延
び
る
こ
と
で
は
な
く

（
（6
（

、
浩
気
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
中
華
が
滅
亡
す
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
リ
ア
ル
に
再
現
し
て
い
る

（
（6
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
明
清
交
替
以
後
、
「
道
」
と
い
う
儒
教
伝
統
の
概
念
が
遺
民
の

価
値
観
を
再
構
築
さ
せ
る
た
め
の
立
脚
地
と
も
な
っ
て
い
た
。
満
洲
族
の
支
配

に
伴
い
、
「
道
」
が
現
実
政
治
か
ら
離
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
下
が
乱
れ
た

状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
正
し
い
位
置
に
戻
す
た
め
に
、
「
存
道
」

は
唯
一
の
方
法
と
言
え
る

（
（6
（

。
故
に
、
殉
国

（
（6
（

の
代
わ
り
に
生
き
抜
い
た
遺
民
が
中

国
本
土
で
の
「
存
道
」
を
目
指
す
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
王

夫
之
が
管
寧
の
隠
居
に
倣
っ
て
、
孤
隠
著
述
に
よ
っ
て
中
華
の
道
を
継
続
さ
せ

た
の
は
最
も
代
表
的
な
例
の
一
つ
で
あ
る

（
（6
（

。
た
だ
し
、
従
来
捉
え
ら
れ
て
き
た

明
の
遺
民
の
隠
逸
は
、
事
実
上
た
だ
「
管
寧
の
隠
居
」
、
つ
ま
り
「
存
道
」
に

留
ま
り
、
「
管
寧
の
渡
遼
」
の
よ
う
な
「
異
域
に
渡
る
こ
と
」
ま
で
至
っ
た
の

は
極
め
て
珍
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
古
来
の
華
夷
思
想
に
基
づ
け
ば
、
日
本

も
満
洲
も
「
夷
狄
」
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
隠
居
著
述
の
空
論
よ
り
、

実
践
を
重
視
し
た
張
斐
は
、
「
異
域
」
の
日
本
に
渡
っ
て
、
「
異
域
道
行
」
と
い

う
斬
新
な
観
点
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
、
張
斐
の
交
友
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
魏
禧
、

共
鳴
者
は
少
な
く
孤
立
し
、
多
数
派
集
団
か
ら
は
バ
カ
だ
と
謗
ら
れ
る
。

天
は
私
を
わ
か
っ
て
い
る
の
か
、
心
は
も
う
と
っ
く
に
疲
れ
果
て
た
。
域

内
で
は
も
は
や
進
退
き
わ
ま
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
海
外
に
行
こ
う
。
初

め
て
国
境
に
至
る
と
、
愚
か
者
は
そ
れ
を
戒
め
た
。
憂
愁
は
国
内
か
ら
生

ず
る
、
誰
と
一
緒
に
こ
れ
を
解
こ
う
か
。
異
域
の
人
は
鬼
神
に
祈
っ
て
生

活
し
て
い
る
。
あ
な
た
が
私
を
助
け
て
危
う
い
こ
と
が
無
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い

（
（5
（

。

　

こ
の
文
で
は
、
今
日
の
朱
舜
水
を
、
古
の
伯
夷
・
叔
斉
に
対
応
す
る
存
在
と

し
て
詠
っ
て
お
り
、
朱
舜
水
に
対
す
る
憧
憬
が
窺
え
る

（
（5
（

。
故
郷
を
離
れ
日
本
に

亡
命
し
た
朱
舜
水
の
役
割
に
つ
い
て
、
張
斐
は
、
「
異
域
」
と
「
道
行
」
と
の

繋
が
り
と
い
う
点
か
ら
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

管
寧
が
遼
に
渡
る
と
そ
こ
の
風
俗
は
改
ま
っ
た
し
、
文
翁
が
蜀
に
入
る
と

教
化
が
行
き
届
い
た
。
つ
ま
り
君
子
が
い
る
場
所
は
き
っ
と
人
や
国
に
利

益
を
も
た
ら
す
。
朱
舜
水
さ
ま
の
優
れ
た
行
い
は
、
や
は
り
（
管
寧
や
文

翁
の
よ
う
な
）
前
例
に
従
お
う
と
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
華
の
道
が

行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
異
域
を
避
け
る
だ
ろ
う
か

（
（5
（

。

　

張
斐
は
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
上
の
管
寧
・
文
翁
を
取
り
上
げ
て
、
両
者
に
擬

え
つ
つ
、
朱
舜
水
が
「
道
」
を
異
域
で
あ
る
日
本
に
託
し
た
そ
の
足
跡
を
辿
っ

て
お
り
、
一
目
瞭
然
、
「
異
域
に
あ
っ
て
も
道
が
行
わ
れ
る
」
可
能
性
を
提
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
で
の
流
寓
を
果
た
せ
ず
、
そ
の
帰
国
直
前
に
吟
じ
ら
れ
た
別

れ
の
詩
が
あ
る

（
（6
（

。
張
斐
は
東
に
、
ひ
た
す
ら
東
へ
と
向
か
い
、
海
門
（
朱
舜

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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費
密
な
ど
の
長
年
故
郷
を
離
れ
、
江
南
で
客
居
、
流
寓
し
た
遺
民
も
い
る
。
張

斐
は
、
費
密
に
贈
っ
た
詩
文
に
お
い
て
「
国
を
去
て
今
老
い
に
垂
ん
と
し
、
他

郷
即
ち
故
郷
な
り

（
（6
（

」
と
詠
っ
て
い
る
。
彼
は
、
日
頃
か
ら
異
郷
で
暮
ら
す
費
密

の
よ
う
な
友
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
異
域
た
る
日
本
で
今
後
生
活
す
る
た
め

の
心
構
え
が
既
に
何
年
も
前
か
ら
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

（
（6
（

。

　

で
は
、
「
道
行
」
の
「
異
域
」
は
一
体
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
る
の
か
。

張
斐
が
大
串
雪
瀾
と
臨
別
の
際
に
彼
に
贈
っ
た
賦
に
「
渡
遼
は
避
漢
に
非
ず

（
（7
（

」

と
い
う
文
言
が
あ
る
。
管
寧
が
遼
東
に
渡
っ
て
隠
居
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

こ
こ
で
特
に
留
意
す
べ
き
は
、
「
渡
遼
は
避
漢
に
非
ず
」
の
直
後
に
「
此
れ
斐

の
実
事
な
り
、
借
用
に
非
ざ
る
な
り

（
（7
（

」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
借
用
で
は
な
く
、
「
渡
遼
」
は
「
異
域
に
渡
る
こ
と
」
を
指
し
て
い
る
。

加
え
て
、
有
力
な
傍
証
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

遼
東
は
も
と
も
と
朝
鮮
に
属
し
て
い
た
。
漢
代
か
ら
開
発
が
始
ま
り
、
玄

菟
、
楽
浪
の
諸
郡
が
す
な
わ
ち
そ
れ
だ
。
山
東
は
朝
鮮
に
相
対
し
、
浙
江

は
貴
国
に
相
対
し
、
福
建
は
占
城
に
相
対
し
て
い
る

（
（7
（

。

　

こ
れ
を
読
む
限
り
で
は
単
な
る
地
理
の
記
述
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

よ
り
複
眼
的
に
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に
当
時
張
斐
が
意
図
的
に
「
道
行
」
の
「
異
域
」

を
暗
喩
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
山
東
と
向
か
い
合
う
の
が
朝
鮮
で
、
浙
江
と

向
か
い
合
う
の
が
日
本
（
貴
国
）
だ
と
い
う
の
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
こ
ま
で
は
特
に
問
題
な
い
。
三
番
目
の
福
建
と
向
か
い
合
う
の
が
占
城
（
南

ベ
ト
ナ
ム
）
と
な
る
と
、
や
や
不
自
然
さ
を
覚
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
偶

然
の
間
違
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。な
ぜ
な
ら
、
当
時
明
末
清
初
の
人
に
と
っ

て
、
福
建
と
向
か
い
合
う
の
は
占
城
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
と
は
考
え

難
い
か
ら
で
あ
る
。
明
代
の
地
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
福
建
の
向
か
い
側
に

描
か
れ
た
の
は
決
し
て
占
城
で
は
な
い
。
し
か
も
、
鄭
氏
一
族
の
勢
力
の
拡
大

に
よ
っ
て
、
福
建
の
向
か
い
側
に
大
き
な
島
（
台
湾
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

既
に
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
張
斐
は
こ
の
文
の
直
後
に
友
人
の
地

理
学
者
顧
祖
禹
の
『
皇
輿
経
史
紀
要
』
に
言
及
し
て
い
る
た
め

（
（7
（

、
こ
の
よ
う
な

常
識
を
間
違
え
る
は
ず
が
な
い
。
そ
も
そ
も
、
前
後
の
文
を
合
わ
せ
て
見
れ
ば
、

こ
こ
で
占
城
に
言
及
し
た
こ
と
は
蛇
足
に
過
ぎ
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
張
斐
が
こ

こ
で
あ
え
て
三
つ
の
地
名
を
取
り
上
げ
た
の
か
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
お
そ
ら

く
朝
鮮
、
日
本
、
占
城
は
い
ず
れ
「
夷
」
に
属
し
て
お
り
、
古
か
ら
中
華
の
遺
民
・

君
子
が
亡
国
に
臨
む
際
に
、
よ
く
選
ば
れ
る
逃
走
の
地
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
、

こ
の
三
つ
の
化
外
の
夷
地
は
、
い
ず
れ
も
君
子
の
滞
在
に
よ
っ
て
、
中
華
化
が

進
ん
で
お
り
、
「
道
が
行
わ
れ
る
異
域
」
に
ち
ょ
う
ど
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
朝
鮮
に
つ
い
て
は
殷
滅
亡
後
、
殷
の
遺
民
を
率
い
て
東
方
へ
赴
い
た

箕
子
に
よ
っ
て
建
国
さ
れ
た
と
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
張

斐
が
特
に
意
識
し
て
い
た
の
は
、
後
漢
の
頃
管
寧
が
山
東
か
ら
遼
東
に
渡
っ
た

事
績
で
あ
る
。
張
斐
か
ら
み
れ
ば
、
遼
東
は
元
々
朝
鮮
に
属
す
る
た
め
、
中
華

の
道
が
行
わ
れ
た
の
も
朝
鮮
に
当
た
る
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、
日
本
は
古
く
か

ら
中
国
浙
江
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
特
に
、
明
朝
滅
亡
後
、
浙
江
を
経

由
し
、
日
本
に
亡
命
・
渡
来
し
て
き
た
遺
民
も
数
多
く
存
在
し
た
。
朱
舜
水
、

張
斐
の
よ
う
な
浙
江
人
も
こ
の
ル
ー
ト
を
使
用
し
て
い
た
。
最
後
に
、
東
南
ア

ジ
ア
へ
の
亡
命
も
、
明
末
清
初
に
比
較
的
に
流
行
し
た
言
説
で
あ
り
、
当
該
時

期
に
お
い
て
多
く
の
中
国
人
が
戦
乱
を
逃
れ
て
同
地
に
移
住
し
た
こ
と
を
背
景

と
す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
亡
命
を
内
容
と
す
る
言
説
の
う
ち
、
最
も
著
名
な

例
は
、
「
古
宋
遺
民
」
を
名
乗
っ
た
明
の
遺
民
で
あ
る
陳
忱
が
著
し
た
『
水
滸

後
伝
』
で
あ
る
。
南
宋
末
の
現
実
に
あ
っ
て
は
、
占
城
に
亡
命
し
た
宋
の
宰
相
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君
子
に
倣
っ
て
、「
異
域
」
日
本
に
お
け
る
「
道
行
」
に
心
を
寄
せ
た
。
そ
し
て
、

張
斐
の
本
来
の
来
日
目
的
も
従
来
語
ら
れ
て
き
た
「
乞
師
」
に
対
し
て
、
「
異

域
道
行
」
に
よ
っ
て
、
日
本
で
文
化
的
価
値
を
果
た
す
こ
と
と
呼
応
し
て
い
る
。

　

な
ら
び
に
、
「
異
域
道
行
」
の
理
論
的
な
根
拠
の
一
つ
は
「
夷
」
の
特
殊
性

に
あ
る
た
め
、
当
時
の
日
本
人
学
者
は
そ
れ
を
『
論
語
』
「
子
欲
居
九
夷
」
の

解
釈
に
附
会
し
、
日
本
に
は
「
君
子
」
（
天
皇
）
が
居
る
と
い
う
こ
と
を
物
語

ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
張
斐
の
思
う
「
君
子
」
は
日
本
の
儒
者
と
や

や
異
な
り
、
む
し
ろ
「
中
国
か
ら
来
た
君
子
」
と
い
う
意
味
に
近
い
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
来
日
の
志
向
は
や
が
て
、
管
寧
、
朱
舜
水
な
ど
中
国
か
ら
異
域
に

渡
っ
た
君
子
の
事
例
に
結
実
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
研
究
は
、
従
来
中
国
本
土
に
残
留
し
た
遺
民
に
対
し
て
、
来
日
し
た
遺
民

の
例
を
通
じ
て
遺
民
思
想
研
究
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
十
七

世
紀
の
日
中
思
想
交
流
史
を
、
来
日
し
た
遺
民
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
不

可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
張
斐
は
朱
舜
水
に
次
ぐ
日
中
思
想
交
流
史

を
代
表
す
る
遺
民
の
一
人
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
張
斐
の
思

想
を
解
読
す
る
こ
と
を
機
に
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
今

後
海
外
亡
命
し
た
遺
民
研
究
に
未
開
拓
の
大
き
な
領
域
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
が
筆
者
自
身
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

※
謝
辞
：
本
研
究
はJ
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の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

注

（
１
）　

劉
獻
廷
『
廣
陽
詩
集
』
卷
下
に
「
留
別
張
鴻
伯
兼
懷
張
非
文
」
が
あ
る
。
「
賢
兄

吾
所
畏
、
相
約
在
春
前
。
交
臂
行
相
失
、
扁
舟
去
若
仙
。
同
心
書
屢
寄
、
佳
句
雁
空
傳
。

解
纜
頻
回
首
、
臨
風
獨
黯
然
。
」

陳
宜
中
は
恢
復
を
果
た
し
え
な
か
っ
た
が

（
（7
（

、
一
方
、
『
水
滸
後
伝
』
の
空
想
世

界
で
は
、
梁
山
泊
に
集
っ
た
英
傑
た
ち
が
異
民
族
に
対
抗
し
て
東
南
ア
ジ
ア
で

建
国
し
、
宋
を
存
続
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
こ
う
し
た
朝
鮮
、
日
本
、
占
城
の
特
徴
に
鑑
み
る
と
、
い
ず
れ

も
中
華
の
辺
境
に
当
た
る
「
異
域
」
で
あ
っ
て
、
「
夷
」
の
地
で
あ
り
、
そ
れ

で
い
て
中
華
の
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
亡
国
の
際
に
、

遺
民
が
ま
ず
思
い
を
め
ぐ
ら
す
区
域
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

本
論
文
は
、
「
遺
民
」
を
切
り
口
に
、
張
斐
の
華
夷
論
を
論
究
し
た
。
従
来

の
研
究
で
見
落
と
さ
れ
て
い
た
張
斐
の
自
己
認
識
や
思
想
を
明
ら
か
に
し
、
日

本
の
華
夷
思
想
と
比
較
考
察
を
し
た
上
で
、
張
斐
の
華
夷
論
の
独
自
性
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。

　

以
上
の
各
章
で
論
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
明
末
清
初
か
ら
清
末
民

初
に
至
っ
て
、
「
中
華
の
大
儒
」
か
ら
次
第
に
「
明
の
遺
臣
」
へ
変
容
し
た
張

斐
像
を
考
察
し
た
。
そ
の
上
、
張
斐
が
実
際
用
い
た
自
称
「
客
星
山
人
」と
「
遺
老
」

に
焦
点
に
当
て
、
老
い
て
い
く
「
遺
老
」
の
、
中
国
本
土
か
ら
逸
し
て
、
い
ざ

異
域
に
渡
ら
ん
と
す
る
意
向
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
一
方
、
張
斐
の
華
夷
論

に
お
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
特
徴
は
「
異
域
道
行
」
と
い
う
「
存
道
」
の
越
境

性
で
あ
る
。
大
串
雪
瀾
と
の
筆
談
史
料
に
基
づ
き
、
そ
の
実
態
の
一
端
を
窺
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

専
ら
「
管
寧
の
隠
居
」
に
倣
っ
て
「
道
」
の
伝
承
を
重
視
し
た
明
の
遺
民
た

ち
と
一
線
を
画
し
た
張
斐
の
関
心
は
、
単
に
「
存
道
」
の
み
な
ら
ず
、
「
道
行
」

の
「
異
域
」
に
も
及
ん
だ
。
故
に
、
張
斐
は
「
管
寧
の
渡
遼
」
に
も
注
目
し
、

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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（
２
）　

鈴
木
暎
一
『
徳
川
光
圀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）「
徳
川
一
門
の
長
老 

三
、

鍋
島
元
武
と
の
交
遊
」
一
九
四-

一
九
六
頁
。

（
３
）　

後
藤
粛
堂
「
明
末
乞
師 

孤
忠
張
非
文
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
廿
六
篇
第
八
号
、
史

学
会
、
一
九
一
五
年
、
六
七-

九
一
頁
）
、
後
藤
粛
堂
「
明
末
乞
師
の
張
非
文
」
（
『
東

洋
文
化
』
第
十
五
号
、
東
洋
文
化
學
會
、
一
九
二
五
年
、
七
六-

八
三
頁
）
。

（
４
）　

今
関
天
彭
『
近
代
支
那
の
学
芸
』
（
民
友
社
、
一
九
三
一
年
）
「
日
本
流
寓
の
明

末
諸
士　

五
、
張
非
文
」
四
二
一-

四
五
四
頁
、
徐
興
慶
「
「
西
山
隠
士
」
七
十
年

の
歳
月
―
徳
川
光
圀
の
学
問
、
思
想
形
成
お
よ
び
そ
の
文
化
遺
産
」
（
『
季
刊
日
本

思
想
史
』
八
一
号
〔
特
集
―
朱
舜
水
と
東
ア
ジ
ア
文
明
：
水
戸
徳
川
家
の
学
問
〕
、

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
四
年
、
八-
二
五
頁
）

（
５
）　

石
原
道
博
『
朱
舜
水
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
「
日
本
時
代 

四
、
永

眠
」
一
七
八-

一
八
〇
頁
、
徐
興
慶
「
東
ア
ジ
ア
の
視
野
か
ら
見
た
朱
舜
水
研
究
」

(

『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
二
号
〔
二
松
学
舎
大
学
二
十
一
世
紀C

O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
〕
、

二
〇
〇
七
年
、
三
九
六-

三
五
七
頁)

（
６
）　

徳
田
武
「
張
斐
と
魏
叔
子:

付 

張
斐
年
譜
」
（
『
江
戸
風
雅
』
二
十
号
、
江
戸
風

雅
の
会
、
二
〇
一
九
年
、
三-

三
四
頁
）
、
新
田
元
規
「
湯
來
賀
と
そ
の
『
水
戸
侯

宰
相
上
公
六
十
壽
序
』
」
（
『
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
人
間
社
会
文
化
研
究
』
第
三
〇

巻
、
徳
島
大
学
、
二
〇
二
二
年
、
一-

三
九
頁
）
、
敖
運
梅
『
南
明
浙
東
遺
民
詩
歌

研
究
』
（
浙
江
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
「
末
路
餘
響
：
流
亡
遊
民
張
斐
詩
歌

研
究
」
一
七
四-

一
七
八
頁
。

（
７
）　

張
斐
（
劉
玉
才
、
稻
畑
耕
一
郎
〔
編
〕
）『
莽
蒼
園
稾
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
、

柳
川
市
史
編
集
委
員
会
〔
編
〕
『
安
東
省
菴
集
影
印
編
一
』
〔
柳
川
市
発
行
柳
川
文

化
資
料
集
成
第
二
集
〕
、
（
柳
川
市
、
二
〇
〇
二
年
）
、
同
『
安
東
省
菴
集
書
簡
編
附

朱
舜
水
関
係
史
料
』
（
柳
川
市
、
二
〇
一
五
年
）
。

（
８
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
答
張
先
生
第
一
書
「
先
生
是
中
華
之
大
儒
」

（
９
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
上
張
先
生
第
六
書
「
朱
夫
子
與
先
生
、
中
國
之
名
賢
」

（
10
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
（
安
東
省
菴
）
與
素
軒
書
「
省
菴
得
中
國
大
儒
之
稱
許
」 

（
11
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
奉
和
張
先
生
高
韻 

並
引
「
不
意
得
中
華
大
儒
之
知
者
」

（
12
）　

前
掲
鈴
木
暎
一
『
徳
川
光
圀
』
一
九
四
頁
。

（
13
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
霞
池
省
菴
手
簡
後
敘
「
霞
池
張
先
生
、
明
國
名
儒
也
」

（
14
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
霞
池
省
菴
手
簡
後
敘
「
方
朱
明
失
鹿
、
胡
虜
蜂
起
、
舜
水
先

生
既
抗
蹈
海
之
節
、
先
生
亦
懷
不
帝
秦
之
義
、
來
我
長
崎
、
欲
托
身
隱
倫
、
然
其

於
君
臣
之
義
、
父
子
之
親
、
猶
饑
渴
之
於
食
飲
、
欲
須
臾
忘
而
不
能
。
今
所
載
霞

池
省
菴
手
簡
者
、
豈
非
忠
臣
孝
子
之
所
感
激
奮
發
乎
。
守
經
謹
藏
之
家
、
時
時
佩

服
、
雖
未
知
書
法
之
所
寓
、
然
當
其
意
趣
之
得
心
也
、
不
知
手
之
舞
之
、
足
之
蹈
之
。

乃
鋟
之
梓
以
公
同
好
、
卷
凡
二
卷
、
其
一
卷
守
經
所
附
。
即
其
來
書
以
知
張
先
生

守
身
之
高
、
誦
其
答
書
以
求
家
祖
希
賢
之
篤
、
庶
乎
爲
尚
論
古
人
之
一
助
云
。
」

（
15
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
宇
佐
美
充
「
書
刻
張
非
文
真
跡
後
」

（
16
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
会
沢
正
志
斎
「
莽
蒼
園
文
稿
序
」「
我
義
公
挺
生
於
神
明
之
邦
、

尊
攘
之
志
素
已
專
其
正
氣
、
而
明
遺
臣
聞
風
來
投
。
前
有
朱
文
恭
、
後
有
張
非
文

及
朱
毓
仁
、
姚
江
、
任
元
衡
之
倫
、
皆
詣
長
崎
、
欲
追
包
胥
乞
師
之
躅
。
」

（
17
）　

『
民
報
』
第
十
五
号 

夏
季
増
刊
、
一
九
〇
七
年
。

（
18
）　

前
掲
今
関
天
彭
『
近
代
支
那
の
学
芸
』
四
三
二
頁
。

（
19
）　

荀
任 

鄧
實
「
朱
張
二
先
生
傳
及
跋
語
節
錄
」
（
『
國
粹
學
報
』
第
一
年
十
二
號
、

一
九
〇
五
年
）

（
20
）　

『
周
易
』
繫
辭
下
傳
「
方
以
類
聚
、
物
以
群
分
。
」

（
21
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
春
日
偶
歸
、
贈
阮
與
宜
、
何
見
公
、
鄭
孟
周
、
鄭
復
出
送
偏
門
、

記
別
「
去
郷
既
已
久
、
所
見
無
親
人
。
川
途
浩
莫
辨
、
山
色
如
舊
鄰
。
昨
登
越
王
臺
、

緬
懷
思
瞻
薪
。
海
東
雲
氣
至
、
萬
物
皆
知
春
。
蹉
跎
一
遺
老
、
乍
歸
獨
苦
辛
。
新

交
得
爾
輩
、
鬱
鬱
懷
抱
伸
。
」

（
22
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
贈
僧
惠
雲 

雲
、
我
杭
州
人
、
索
詩
、
故
贈
「
白
髮
中
原
老
、

清
秋
絕
壑
邊
。
海
明
宵
見
日
、
谷
暗
晝
生
煙
。
多
病
思
依
佛
、
無
家
已
近
禪
。
夷

歌
夜
半
起
、
愁
絕
不
成
眠
。
」

（
23
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
雨
※

「
海
暗
沉
秋
雨
、
林
迴
偃
夕
風
。
寒
花
欹
絕
岸
、
歸
鳥
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而
爲
文
。
後
之
人
悅
其
文
而
不
究
其
理
、
以
爲
聖
人
者
如
此
。
譬
猶
舎
康
荘
之
路
、

而
喜
凌
太
行
之
険
、
又
不
肯
晝
行
而
夜
行
、
蛇
虎
滿
前
、
鬼
魅
百
出
、
吾
不
知
其

何
苦
而
至
此
也
。
就
今
人
而
論
、
彼
其
説
曰
華
謂
美
也
、
此
似
以
風
俗
言
也
。
又

曰
夏
謂
大
也
、
盛
也
、
此
似
以
形
勝
言
也
。
風
俗
則
制
度
文
爲
之
備
、
燦
然
可
觀
、

而
形
勝
則
幅
員
之
廣
。
夫
如
是
、
則
視
聖
人
華
夷
之
大
防
、
僅
如
今
時
隆
文
崇
節

之
末
務
、
又
如
戰
國
時
扼
強
攘
富
之
爲
矣
。
夫
豈
聖
人
意
哉
。
且
夫
夷
之
爲
名
、

非
不
美
之
稱
也
。
夷
、
傷
也
、
言
其
淪
於
外
而
不
得
沐
聖
人
之
化
、
爲
可
傷
也
。

誠
如
吾
子
之
言
、
舜
與
文
王
東
西
夷
也
、
則
何
傷
之
有
。
千
古
而
上
、
中
國
有
聖

人
焉
、
傳
之
於
後
。
千
古
而
下
、
外
國
有
聖
人
焉
、
繼
之
於
前
、
有
二
域
、
無
二

道
也
。
惜
乎
斐
則
老
矣
、
其
精
力
不
能
進
於
是
、
數
十
年
来
、
羸
如
狂
病
、
顛
蹶

於
奔
趨
。
欲
以
堅
吾
子
之
意
、
故
爲
吾
子
慫
恿
言
之
、
己
不
能
而
望
人
之
能
之
。

言
可
取
、
不
以
其
人
而
廢
、
亦
聖
人
之
道
也
。
」
※
復
子
平
論
華
夷
書
：
『
霞
池
省

菴
手
簡
』
は
「
復
大
串
子
平
論
華
夷
書
」
に
作
る
。

（
30
）　

『
張
斐
筆
語
』
「
舜
與
文
王
何
如
人
、
不
以
東
夷
西
夷
爲
諱
也
、
人
在
自
立
耳
。

弟
在
東
夷
之
屬
、
往
時
中
華
之
地
無
幾
、
只
河
南
、
山
東
、
北
京
、
山
西
及
陝
西

五
省
、
陝
西
亦
不
能
如
今
日
之
廣
、
若
南
京
則
呉
、
而
東
浙
則
越
、
呉
越
皆
東
夷
、

但
與
貴
邦
遠
近
不
同
、
則
有
。
適
劉
時
乾
兄
以
夷
爲
言
、
故
道
及
也
。
」

（
31
）　

『
孟
子
』
離
婁
下
「
舜
生
於
諸
馮
、
遷
於
負
夏
、
卒
於
鳴
條
、
東
夷
之
人
也
。
文

王
生
於
岐
周
、
卒
於
畢
郢
、
西
夷
之
人
也
。
」

（
32
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
上
張
先
生
第
二
書
「
鴻
文
二
篇
、
薰
誦
不
已
、
謹
熟
玩
之
。

爲
論
也
大
、
爲
辭
也
達
、
辯
覆
道
德
、
發
揮
理
奧
、
極
學
海
之
淵
源
、
立
世
教
之
砥
柱
、

多
年
之
疑
、
渙
然
冰
解
。
」

（
33
）　

安
東
省
菴
『
省
菴
先
生
遺
集
』
巻
一
「
日
本
在
東
方
、
受
生
氣
。
有
四
時
、
有
人
心
。

称
爲
神
國
、
爲
君
子
國
、
不
亦
宜
乎
。
」

（
34
）　

前
掲
劉
玉
才
「
知
己
是
同
胞
不
論
族
與
郷
」
四
一
二
頁
。

（
35
）　

な
お
、
息
子
の
伊
藤
東
涯
は
『
霞
池
省
菴
手
簡
』
の
た
め
に
序
文
を
書
い
て
い
る
。 

（
36
）　

伊
藤
仁
斎
『
論
語
古
義
』
「
夫
天
之
所
覆
、
地
之
所
載
、
鈞
是
人
也
。
苛
有
禮
義
、

匿
深
叢
。
汨
沒
來
殊
域
、
蹉
跎
任
老
翁
。
極
西
故
國
在
、
萬
里
正
空
濛
。
」
※
阮
元

輯
『
两
浙
輶
軒
録
』
卷
十
三
詩
に
収
録
さ
れ
る
。
題
目
は
「
島
中
坐
雨
」
に
作
る
。

注:
「
張
斐
字
非
文
、
會
稽
人
。
『
越
風
』
張
翁
坐
雨
一
詩
、
能
狀
悽
慘
之
色
、
讀

罷
冷
氣
逼
人
。
」

（
24
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
張
先
生
第
二
書
「
斐
少
失
父
母
之
訓
、
長
無
師
友
之
功
、
國

破
家
亡
、
流
離
至
老
。
」

（
25
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
贈
徐
徵
士
昭
法 

徵
士
四
十
年
不
出
戸
「
吁
嗟
此
遺
老
、
蕭

條
作
逋
客
。
城
郭
非
故
郷
、
山
川
如
異
域
。
饑
來
畫
換
米
、
既
飽
不
可
得
。
冠
蓋

及
松
門
、
澹
如
麋
鹿
跡
。
削
發
露
其
頂
、
方
袍
跡
非
釋
。
斷
肉
緣
無
錢
、
秋
蔬
自

堪
摘
。
譬
彼
首
陽
薇
、
夷
齊
猶
采
食
。
」

（
26
）　

張
斐
の
華
夷
論
は
、
劉
玉
才
の
下
記
の
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
異

域
道
行
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
だ
検
討
す
べ
き
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
劉

玉
才
「
清
初
渡
海
遺
民
與
中
日
文
化
認
知
―
以
『
張
斐
筆
語
』
、
『
霞
池
省
庵
手

簡
』
爲
中
心
」
（
『
北
京
大
學
學
報(

哲
學
社
會
科
學
版)

』
第
四
七
卷
第
四
期
、

二
〇
一
〇
年
、
一
〇
七-

一
一
五
頁
）
、
同
「
知
己
是
同
胞
不
論
族
與
郷
―
淺
議
張

斐
與
安
東
省
庵
的
文
字
之
交
」（
徐
興
慶
〔
編
〕『
朱
舜
水
與
近
世
日
本
儒
學
的
發
展
』

國
立
臺
灣
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
三
九
九-

四
一
九
頁
）
。

（
27
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
復
大
串
元
善
啓
「
幼
學
春
秋
、
素
秉
尊
攘
之
教
。
」

（
28
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
雜
興 

客
居
無
事
、
歌
竟
即
書
、
積
之
得
十
三
首
、
亦
無
詮
次
、

在
海
中
、
涉
海
事
居
多
也
「
日
月
無
停
曜
、
江
河
無
逆
流
。
人
生
不
再
少
、
幾
見

多
白
頭
。
天
幸
髮
稀
齡
、
世
事
懷
空
憂
。
男
兒
初
墮
地
、
已
營
四
方
謀
。
跋
涉
竟

徒
爾
、
遠
渡
來
海
陬
。
（
中
略
）
身
極
東
海
畔
、
心
縣
故
國
憂
。
犬
羊
氣
充
塞
、
鳩

鴿
滿
道
周
。
頻
年
慚
魯
地
、
旱
溢
苦
無
秋
。
傳
道
殺
縣
令
、
又
殺
屯
田
侯
。
」

（
29
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
復
子
平
論
華
夷
書
※

「
昨
蒙
書
、
吾
子
之
論
華
夷
、
卓
哉
。

超
世
俗
之
見
、
足
以
羽
翼
聖
經
、
乃
知
吾
子
之
於
道
、
固
已
高
望
而
得
其
門
墻
矣
。

苟
循
其
軌
、
安
馬
輕
車
、
可
以
徐
至
。
唯
堂
與
室
、
聖
人
未
嘗
懸
其
途
而
阻
人
也
。

春
秋
諸
傳
往
往
有
悖
於
聖
人
、
以
鈎
深
索
隱
之
説
、
雑
以
詭
怪
不
經
之
事
、
縁
飾

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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則
夷
即
華
也
。
無
禮
義
、
則
雖
華
不
免
爲
夷
。
舜
生
於
東
夷
、
文
王
生
於
西
夷
、

無
嫌
其
爲
夷
也
。
九
夷
雖
遠
、
固
不
外
乎
天
地
、
亦
皆
有
秉
彝
之
性
、
況
樸
則
必

忠
、
華
則
多
偽
、
宜
夫
子
之
欲
居
之
也
。
吾 

太
祖
開
國
元
年
、
實
丁
周
惠
王
十
七

年
。
到
今
君
臣
相
傳
、
綿
綿
不
絕
。
尊
之
如
天
、
敬
之
如
神
、
實
中
國
之
所
不
及
。

夫
子
之
欲
去
華
而
居
夷
、
亦
有
由
也
。
今
去
聖
人
既
有
二
千
餘
歲
、
吾
日
東
國
人
、

不
問
有
學
無
學
、
皆
能
尊
吾
夫
子
之
號
、
而
宗
吾
夫
子
之
道
。
則
豈
可
不
謂
聖
人

之
道
包
乎
四
海
而
不
棄
。
又
能
先
知
千
歲
之
後
乎
哉
。
」

（
37
）　

同
上
「
夫
子
嘗
曰
、
夷
狄
之
有
君
、
不
如
諸
夏
之
亡
也
。
由
此
見
之
、
夫
子
寄

心
於
九
夷
久
矣
。
此
章
及
浮
海
之
歎
、
皆
非
偶
設
也
。
」

（
38
）　

同
上
「
諸
侯
用
夷
禮
、
則
夷
之
、
夷
而
進
於
中
國
、
則
中
國
之
。
蓋
聖
人
之
心
、

卽
天
地
之
心
、
遍
覆
包
涵
無
所
不
容
、
善
其
善
而
惡
其
惡
、
何
有
於
華
夷
之
辯
。

後
之
說
春
秋
者
、
甚
嚴
華
夷
之
辯
、
大
失
聖
人
之
旨
矣
。
」
詳
細
は
、
黄
俊
傑
〔
著
〕

工
藤
卓
司
〔
訳
〕
『
徳
川
日
本
の
論
語
解
釈
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
四
年
）
「
日

本
儒
学
に
お
け
る
『
論
語
』
」
九
五-

九
八
頁
を
参
考
。

（
39
）　

林
羅
山
『
林
羅
山
文
集
』
上
卷 

巻
三
十
六
「
聞
孔
子
曰
、
乗
桴
浮
海
、
又
欲
居

九
夷
、
君
子
居
之
、
何
陋
之
有
。
按
范
史
云
、
東
方
有
君
子
之
國
、
三
善
相
公
以

爲
日
本
國
是
也
。
仲
尼
浮
海
居
夷
、
焉
不
可
知
其
来
於
本
邦
哉
。
以
世
考
之
、
則

丁
于
懿
徳
帝
之
馭
寓
也
。
所
謂
君
子
者
、
指
懿
徳
歟
。
我
朝
儒
者
之
所
宜
称
者
也
、

郷
曹
盍
言
諸
。
」

（
40
）　

前
掲
黄
俊
傑
『
徳
川
日
本
の
論
語
解
釈
』
九
六
頁
。

（
41
）　

三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
條
」「
故
范
吏
謂
之
君
子
之
國
、
唐
帝
推
其
倭
皇
之
尊
。
」

（
42
）　

北
畠
親
房
『
神
皇
正
統
記
』
第
七
代
孝
靈
天
皇
條
。

（
43
）　

足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
、

四
六
九
頁
。

（
44
）　

「
玄
恵
は
親
房
も
師
と
し
た
宋
学
の
大
家
で
あ
る
が
、
法
隆
寺
に
「
御
憲
法
玄
恵

註
抄
」
が
残
っ
て
い
る
。
十
七
条
憲
法
の
第
四
の
注
に
〔
（
中
略
）
我
国
ハ
栗
散
ノ

小
国
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
三
韓
ス
デ
ニ
ク
ヒ
カ
ミ
ヲ
ト
キ
テ
帰
住
セ
リ
。
一
ツ
ハ

神
国
タ
ル
故
、
一
ツ
ハ
君
子
国
ナ
ル
故
也
〕
と
力
説
し
て
い
る
が
、
漢
字
の
解
釈

の
上
に
シ
ナ
の
典
籍
を
越
え
て
、
自
国
優
越
意
識
を
強
調
し
て
い
る
点
は
、
親
房

の
論
と
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
」(

北
畠
親
房
著 

岩
佐
正
校
注
『
神
皇
正
統
記
』

〔
補
注
〕
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
二
一
一
頁)

（
45
）　

五
十
嵐
祐
宏
『
憲
法
十
七
条
序
説
』
、
藤
井
書
店
、
一
九
四
三
年
、
一
〇
五
頁
。

（
46
）　

前
掲
黄
俊
傑
『
徳
川
日
本
の
論
語
解
釈
』
九
六
頁
。

（
47
）　

笑
雲
清
三
〔
編
〕
『
論
語
抄
』
（
前
掲
足
利
衍
述
『
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』

四
六
九
頁
を
参
照
）

（
48
）　

『
論
語
抄
』
「
當
家
説
ニ
、
君
子
居
リ
ト
ヨ
ム
也
。
孔
子
ハ
日
本
ノ
安
寧
懿
徳
ノ

時
分
ニ
相
當
レ
リ
。
日
本
ノ
天
子
ヲ
指
シ
テ
君
子
ト
云
リ
。
孔
子
ノ
九
夷
ニ
往
ン

ト
云
ル
ハ
、
日
本
ヘ
來
ラ
ン
ト
云
コ
ト
也
。
」

（
49
）　

以
上
に
お
け
る
清
原
家
の
論
語
解
釈
に
関
し
て
は
、
既
に
水
上
雅
晴
「
清
原
家

の
『
論
語
』
解
釋:

清
原
宣
賢
を
中
心
に
」
（
『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』

巻
一
二
五
、
北
海
道
大
学
、
二
〇
〇
八
年
、
六
五-

一
一
八
頁
）
で
詳
細
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

（
50
）　

例
え
ば
、
後
の
藤
田
幽
谷
の
説
な
ど
。
詳
細
は
藤
田
幽
谷
『
幽
谷
随
筆
』
巻
二

を
参
照
。

（
51
）　

前
掲
後
藤
粛
堂
の
「
明
末
乞
師 

孤
忠
張
非
文
」と
「
明
末
乞
師
の
張
非
文
」
。
ま
た
、

「
通
商
」
と
い
う
来
日
目
的
に
関
し
て
、
徐
興
慶
「
鎖
国
後
長
崎
来
航
の
明
人
に
つ

い
て
―
張
斐
を
中
心
に
―
」
（
『
九
州
史
学
』
第
九
五
号
、
九
州
大
学
、
一
九
八
九
年
、

三
七-

四
八
頁
）
を
参
照
。

（
52
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
別
後
懷
大
串
元
善
己
「
東
國
有
賢
侯
、
高
張
羅
材
傑
。
」

（
53
）　

前
掲
徳
田
武
「
張
斐
と
魏
叔
子
」
二
四-

二
五
頁
。

（
54
）　

前
掲
鈴
木
暎
一
『
徳
川
光
圀
』
一
九
五
頁
。

（
55
）　

『
張
斐
筆
語
』
「
總
之
我
朝
必
有
復
興
之
日
、
我
朝
之
興
、
必
有
藉
於
貴
邦
。
」

（
56
）　

前
掲
「
復
大
串
元
善
啓
」「
將
偕
隱
以
入
山
、
嗟
無
寸
土
之
乾
浄
。
聊
抗
懐
而
蹈
海
、

視
同
尺
水
之
波
濤
。
撃
楫
而
誓
澄
清
、
嘆
乗
流
之
祖
逖
。
席
帽
而
歴
険
阻
、
傷
去
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年
不
明
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵 

樺
山
資
紀
関
係
文
書
〔
そ
の
２
〕812




、
頁
十
）
に
、

以
下
の
記
述
が
あ
る
。
「
呂
文
粛
公
傳
并
義
公
六
十
賀
序
。
一
本 

侯
爵 

徳
川
圀
順

君
蔵
。
伝
は
張
斐
の
撰
、
序
は
湯
來
賀
の
撰
な
り
、
來
賀
は
明
の
兵
部
右
侍
郎
江

西
の
遺
老
な
り
、
舜
水
の
水
府
に
聘
礼
せ
ら
れ
た
る
を
聞
き
感
激
措
か
ず
に
遙
に

此
書
を
西
山
公
に
上
り
て
其
寿
を
祝
す
、
文
中
海
門
先
生
と
は
舜
水
を
い
ふ
。
」
（
前

掲
新
田
元
規
「
湯
來
賀
と
そ
の
『
水
戸
侯
宰
相
上
公
六
十
壽
序
』
」
二
四
頁
を
参
照
）

（
62
）　

『
史
記
』
魯
仲
連 

鄒
陽
列
傳
「
魯
連
逃
隱
於
海
上
。
」

（
63
）　

前
掲
「
又
祭
楚
瑜
先
生
文
」「
甘
夷
餓
而
非
難
、
辱
箕
奴
而
不
屑
。
將
忍
死
而
有
爲
、

非
逃
此
而
苟
活
。
」

（
64
）　

同
上
「
嗚
呼
已
焉
哉
、
唯
浩
氣
之
常
存
、
塞
中
天
而
不
滅
。
」

（
65
）　

李
瑄
「
存
道
：
明
遺
民
群
體
的
價
値
體
認
」
（
『
學
術
研
究
』
第
五
期
、
廣
東
省

社
會
科
學
聯
合
會
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
二-

一
一
八
頁
）

（
66
）　

詳
細
は
何
冠
彪
『
生
與
死:

明
季
士
大
夫
的
抉
擇
』
（
聯
經
出
版
事
業
公
司
、

一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
67
）　

顧
嘉
晨
「
王
夫
之
の
遺
民
像
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
第
三
七
号
、

中
国
社
会
文
化
学
会
、
二
〇
二
二
年
、
一
一
三-

一
三
〇
頁
）

（
68
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
贈
蜀
人
費
此
度
「
去
國
今
垂
老
、
他
郷
即
故
郷
。
」

（
69
）　

『
張
斐
筆
語
』
「
弟
之
欲
至
貴
邦
經
營
、
蓋
非
一
日
、
在
未
開
禁
之
前
、
已
有
其
念
、

而
數
年
來
、
又
以
奔
走
道
路
、
不
遑
寧
處
、
雖
有
估
舶
之
往
來
、
竟
不
能
附
。
」

（
70
）　

『
莽
蒼
園
詩
稿
餘
』
排
律 

臨
別
賦
贈
大
串
元
善
「
長
揖
將
軍
客
、
報
書
宰
相
人
。

千
秋
每
在
眼
、
萬
里
獨
輕
身
。
吾
越
仇
能
報
、
維
周
命
尚
新
。
渡
遼
非
避
漢
、
潛

邳
先
椎
秦
。
此
斐
實
事
、
非
借
用
也
。
遠
涉
來
斯
土
、
窮
途
仗
厥
神
。
東
隅
觀
日
出
、

北
闕
愴
飛
塵
。
何
事
同
袍
竊
、
翻
爲
異
地
親
。
輸
心
求
國
士
、
勞
績
著
王
臣
。
欲

脱
腰
間
佩
、
空
嗟
頭
上
巾
。
朽
材
本
自
植
、
駑
馬
向
來
馴
。
接
語
常
通
夜
、
離
情

漸
及
春
。
相
知
不
計
日
、
此
會
屢
經
旬
。
羝
觸
藩
爲
限
、
絲
悲
染
未
純
。
臨
歧
還

忍
淚
、
攬
袂
言
酸
辛
。
」

（
71
）　

同
上
。

國
之
管
寧
。
袖
匕
而
入
函
關
、
身
脫
虎
狼
之
地
。
提
椎
而
潛
下
邳
、
涙
湿
犬
羊
之
天
。

固
知
君
子
名
邦
、
可
栖
遲
以
終
老
。
而
念
伊
人
隔
水
、
敢
溯
洄
之
遽
忘
。
」

（
57
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
至
長
崎
告
朱
楚
瑜
先
生
文
※

「
登
彼
西
山
兮
、
蹈
此
東
海
。

夷
齊
千
古
兮
、
而
有
公
在
。
公
之
不
死
兮
、
將
有
所
待
。
公
而
既
死
兮
、
痛
詎
有
艾
。

嗟
予
小
子
兮
、
有
志
未
逮
。
獨
行
寡
和
兮
、
群
刺
爲
怪
。
天
乎
知
我
兮
、
心
則
已
憊
。

既
窮
域
内
兮
、
復
之
海
外
。
初
至
國
門
兮
、
闇
者
以
戒
。
憂
従
中
来
※
※

兮
、
誰
與
爲
解
。

異
方
之
人
兮
、
鬼
神
是
頼
。
公
其
佑
我
兮
、
無
即
於
殆
。
」
※
至
長
崎
告
朱
楚
瑜
先

生
文
：
『
霞
池
省
菴
手
簡
』
は
「
初
至
長
崎
告
朱
楚
瑜
文
」
に
作
る
。
※
※
従
中
来
：

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
は
「
来
傾
洞
」
に
作
る
。

（
58
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
の
「
寄
今
井
弘
濟
書
」
に
類
似
す
る
表
現
が
あ
る
。
「
楚
瑜

朱
先
生
恥
食
虜
粟
而
逃
之
海
外
、
亦
夷
齊
之
流
亞
、
可
謂
凌
寒
之
松
柏
矣
。
」

（
59
）　

『
莽
蒼
園
文
藁
餘
』
又
祭
楚
瑜
先
生
文
※

「
嗚
呼
。
中
原
陸
沈
、
天
傾
地
折
。
狂

瀾
一
瀉
、
九
州
盡
决
。
既
胥
溺
而
莫
救
、
何
大
海
之
不
可
涉
。
奮
一
往
而
輕
身
、

去
故
郷
以
永
別
。
蹇
孤
蹤
而
至
止
、
懔
綱
常
於
無
缺
。
况
忠
信
之
所
※
※

孚
、
又
此

邦
之
多
傑
。
咸
儼
師
而
敬
友
、
復
尊
德
而
樂
業
。
管
寧
渡
遼
而
俗
化
、
文
翁
入
蜀

而
教
※
※
※

洽
。
蓋
君
子
之
所
處
、
必
有
益
於
人
國
。
唯
我
公
之
高
躅
、
亦
猶
遵
夫
前

轍
。
苟
吾
道
之
可
行
、
又
何
憾
乎
異
域
。
」
※
又
祭
楚
瑜
先
生
文
：
『
霞
池
省
菴
手

簡
』
は
「
祭
楚
瑜
文
」
に
作
る
。
※
※
所
：
『
霞
池
省
菴
手
簡
』
は
「
潛
」
に
作
る
。

※
※
※
教
：
『
霞
池
省
菴
手
簡
』
は
「
風
」
に
作
る
。

（
60
）　

『
霞
池
省
菴
手
簡
』
寄
贈
安
東
先
生
並
貽
今
井
弘
濟
及
諸
同
人
「
吾
道
東
矣
東
復

東
、
海
門
大
喚
乘
長
風
。
身
爲
魯
連
不
得
志
、
翻
作
教
化
成
文
翁
。
眼
前
弟
子
森
玉
樹
、

後
来
領
袖
紛
無
數
。
」

（
61
）　

「
海
門
」
は
朱
舜
水
の
こ
と
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。
朱
舜
水
に
つ
い
て
「
海
門
」

と
い
う
号
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
湯
來
賀
は
、
朱
舜
水
を
指
し
て
「
昔
我
耆
老

海
門
先
生
、
抗
伯
夷
之
節
、
蹈
魯
連
之
風
、
潔
身
去
國
」
（
湯
來
賀
「
水
戸
侯
宰
相

上
公
六
十
壽
序
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
（
湯
來
賀
は
張
斐
経
由
で
朱
舜
水
の
情
報
を

得
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）
ま
た
、
『
朱
舜
水
記
念
会
出
品
目
録
』
（
出
版
者
・
出
版

「異域道行」を望む遺老―張斐の華夷論について―
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（
72
）　

『
張
斐
筆
語
』
「
遼
東
原
屬
朝
鮮
、
自
漢
時
始
開
、
玄
菟
、
樂
浪
諸
郡
即
是
。
山

東
相
對
則
朝
鮮
、
浙
江
相
對
即
貴
國
、
福
建
相
對
則
占
城
。
」

（
73
）　

同
上
「
答:

圖
記
亦
得
其
大
略
耳
、尊
言
是
。
近
有
敝
友
著
有
『
皇
輿
經
史
紀
要
』

一
書
、
成
二
百
餘
卷
、
其
書
載
險
要
出
入
古
今
成
敗
處
、
了
了
如
指
諸
掌
。(

中
略)

 

問:

貴
名
爲
何
。
答:

顧
景
範
名
成
疇
、
無
錫
縣
人
。
」

（
74
）　

宋
遺
民
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
亡
命
研
究
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
陳
學
霖
の
「
宋

遺
民
流
寓
安
南
占
城
考
實
」（
『
香
港
大
學
歷
史
學
會
慶
祝
金
禧
年
刊
』
一
九
六
一
年
、

十
四-

二
五
頁
）
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